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様式３ 

会   議   録 

会議名 

（審議会等名） 
第８回相模原市学校給食あり方検討委員会 

事務局 

（担当課） 
学校給食課 電話０４２－７６９－１３９２（直通） 

開催日時 令和５年７月３日（月） １７時００分～１７時４０分 

開催場所 
オンライン（Webex）と対面（現地）の同時開催 

（現地会場：相模原市役所本庁舎 第２別館５階 教育委員会室） 

出 

席 

者 

委 員 ８人（別紙のとおり） 

その他 ０人 

事務局 ９人（学校給食・規模適正化担当部長、学校給食課長、他７人） 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 

１人 

（他報道機関

０名） 

公開不可・一部

不可の場合は、

その理由 

― 

会議次第 

１ 開会 

２ 議題 

  最終答申（案）について 

３ その他 

４ 閉会 
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１ 開会 

 事務局から出席委員の人数が定足数に達していることを確認し、会議成立の報告を

した。 

 

２ 議題：最終答申（案）について 

事務局より、資料に基づき説明を行った。 

 

（川崎委員長）修正案について意見はあるか。 
（委員一同） 意見なし。 

（川崎委員長）最終答申（案）については、（案）をとって確定し、教育長に提出する。 
 

３ その他について 

（藤原委員） 第２回検討委員会では、親子方式の場合、用途地域に係る手続きに３、

４年要すると説明があった。北部学校給食センターを市街化調整区域に

建設すると、手続きに同程度期間を要するのではないか。 

（事務局）  住居系用途地域に給食センターや親子方式の給食室を建てるためには

特別な許可が必要。住居系用途地域と、市街化調整区域に建設するのは

まったく別の手続きである。 

（藤原委員） 住居系用途地域では３、４年、市街化調整区域では数か月ということ

か。 

（事務局）  市街化調整区域に年単位は要さない。 

（藤原委員） 以前、手続きに要するのは数か月から１年ではと確認したが、長くか

かるとの回答であった。 

（事務局）  １か所ではなく、約３０か所の許可手続には時間がかかると説明した

ものである。 

（藤原委員） ３０校すべてとは思っていなかった。 

（藤原委員） 全校自校方式、全校親子方式、センター方式を検討していたのか。そ

うとは考えていなかった。 

（事務局）  それぞれの方式で全員喫食を実現する場合の課題を説明した。 

（緒方委員） こさわ議員の一般質問で、用途変更については市長の許可があればで

きるが、担当課が知らなかったということがわかった。親子方式には３、

４年かかると思っていたが、すぐにできる学校があるならミックス方式

も検討できたのではないか。今になって明らかになることが多く、情報

が足りなかったと感じる。 

（事務局）  検討委員会にて誤った説明をし、誤った判断をされたとは認識してい



 3 / 4 

 

ない。建築基準法第４８条ただし書許可等についての意見だと思うが、

本日の議題の外であるため、検討委員会閉会後に説明する。 

 

４ 閉会 

以 上     
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相模原市学校給食あり方検討委員会 委員名簿 

 

 氏名 所属等 備考 出欠席 

１ 江森
えもり

 克 弘
かつひろ

 相模原市立弥栄中学校長  欠席 

２ 大 澤
おおさわ

 絢子
あやこ

 
神奈川工科大学健康医療科学部 

准教授 
 出席 

３ 緒方
おがた

 祐
ゆ

美
み

 公募委員  出席 

４ 川 崎
かわさき

 一
かず

泰
やす

 中央大学総合政策学部 教授 委員長 出席 

５ 佐藤
さとう

 由起
ゆ き

 相模原市立若草小学校長  出席 

６ 佐藤
さとう

 陽 一
よういち

 
東海大学ティーチングクオリフィ

ケーションセンター 講師 
 出席 

７ 篠田
しのだ

 春美
はるみ

 相模原市ＰＴＡ連絡協議会  出席 

８ 堤
つつみ

 ちはる 相模女子大学栄養科学部 教授 副委員長 欠席 

９ 角田
つのだ

 健
けん

 相模原市ＰＴＡ連絡協議会  欠席 

10 藤 原
ふじわら

 万里子
ま り こ

 公募委員  出席 

11 松 谷
まつたに

 まゆみ 公募委員  出席 

 


